On the Closure of Bordered Pit pairs in Coniferous Tracheids. by 貴島, 恒夫 & 林, 昭三
Title針葉樹仮導管の重紋孔対閉鎖に関する研究
Author(s)貴島, 恒夫; 林, 昭三




















































5) 乾燥処理- 乾燥をほかるために,50oC程度の恒温器中に 48hr柁納 した｡
そしてこれらの各試片から厚さ 20p 程度の正確な横断面切片 (x)および接線而切片 (i)
を採取し,この各種切片から試みに次の3種のプレパラー トを作ってみた｡
1) 臨時プレパラー ト- 切片をそのまま直ちにグリセリンで封入 した｡
2) 永久プL/パラ- ト- 切片を一旦水洗 した後,7ルコールで脱水,キシロールで透化,
バルサムで封入する常法によった｡
3) 絶乾 ･臨時プレパラ- ト- 切片を-1旦水洗 した後,7ルコ-ルで絶対乾燥 し,これを
グリセリンで封入した｡
こうして得たプL'パラ- トを用いて,測定重紋孔対全数に対する開放重紋孔対の割合 (以下
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ただしこの場合重紋孔対の断面において円節の位置を確認できるもののみについて総計 100
個の半径面蚕紋孔を数えることにした｡ところが秋材では春材ほど多数の半径而重紋孔は存在
しないので,接線面切片 (～)に よって その断面を観察し開放紋孔率を求めるには, さしづ
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実 験 方 法
(1) 供 試 材 料
京都府宇治市産の高さ約 13.5m のスギ (CrypiomeriajaponicaD.Don)生立木を選び,
その地上 1.5m高 (平均直径 20.1cm,平均心材直径9.0cm)と同じく7.0m高 (平均直径
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11･Ocm,平均心材 直径 2･1cm)の2個所から,厚さ約 2･5cm の円板をとり:,これを開放紋










これら生材試片 ･気乾材試片は,別に軟化処理などを施すことなく,そ の ままを sliding
microtomeにかけ,各試片から厚さ約 20〟の正確な横断面切片 (〟)を,その広さを考慮し
ながら,3-6枚ずつ採取 した｡切片は 0.5% 前後のRutheniumredで染色した後水洗し,
グリセリンで封入した臨時プレパラートのかたちで鏡査に供した｡
試片から切片をとりプレパラ-トにする間には,まず試片をミクロトームの刃にかける際に


















の確認したように,春材 ･秋材のおのおのにおける開放紋孔率は, いずれも年輪界に接 近 し
た部分においてこそその代表値を表わしている点にかんがみ,いわゆる春 ･秋材移行部分にわ
たらない純春 ･秋材部分において計測を行なうように努めた｡ ただ PHILLIPS その他多くの業
績は接線帝切片 (i)によって紋孔閉鎖を調べたものであるのに対して, この実験で横断面切
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開放紋孔率の測定に使った 2･5cm 厚の円盤の直下からとった 30crp～厚の円盤からは,価
著における辺材 ･中間帯 ･心材 ･樹心の各試片採取個所に対応する浸透帯解片各2個を採取し
た｡ただ樹心のみはその体積の関係で 1個しかとれなかった｡その試片は木口断面が切片作成
試片の2倍すなわち 1.5×3.0(cm),長さが円盤の厚み 30cm の角柱であるが,このようにし
て得た辺材 ･中間帯 ･心材各2個,樹心 1個,計7個の浸透試片はさらにその長さを折半 して
倍数とし,その一半は約 50oCの恒温器に 48Ilr格納 して乾燥をはかり,引続いて 48hr以
上室内に放置 して気乾状態に達せしめた｡以上は与えられた地上高についてのことであるが,
本実験では地上 1.5m 高と7.0m 高との2個所についてこれを行なっていることはもちろん











面 (γ)にあらわれた水の自然浸透長の最大 ･平均 ･最小3値を計測記録した｡その測定回数は
各部位別の試片個数の関係で,辺材 ･中間帯 ･心材については各2回,樹心については1回｡





























































なお先の Table4にあらわれたところによって,地上 1.5m 個所における生材から気乾材








Table3総括表によって,生材 ･気乾材別かつ地上1.5m高 ･7.0m高別に,辺材 ･中間帯
･心材 ･樹心OLl)各部位における開放紋孔率を図示すれば Fig.8の通りである｡
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てはとくに取り立てていうほどの変化が見られない｡ 開放紋孔率は地上 1.5m 高の気乾材に
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木 材 研 究 第27号 (昭37)
closurethathadeverbeeninvestigatedisworthwhiletobepreciselycarriedout
again.
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